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学習指導要領で育成を目指す資質・能力を踏まえ、「事象を数理的に捉え、数学の問題を見いだし、問題を

自立的、協働的に解決する過程を遂行する」という数学的活動を行う文脈を重視した。 

 

 

◇基礎的・基本的な知識及び技能は習得できていると考えられる。 

◆日常生活からの場面設定から事象を数学的に解釈し、問題解決の方法を数学的に説明することに 

引き続き課題がある。 

<分類・区分別集計結果> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇グラフの傾きや切片などの基本的な技能は習得てきている。→大問８(１) 

◆事象を数学的に解釈し、問題解決の方法を数学的に説明することが課題である。 

 

 

●問題解決する場面を設定し、問題解決の過程を表、式、グラフのどれをどのように用い

たかについて数学的に説明する活動を充実することが大切である。 

 

 

問題作成の趣旨 

結果概要 

学習指導要領の領域・内容別の主な特徴と指導改善のポイント 

中学校数学 

◇…比較的できている点 

◆…課題のある点 

関数 

指導改善のポイント 

具体的な設問例

（大問８（２））

ストーブの使用時間と灯油の残量から、ストーブを使用し始めてから１８Lの灯油

を使い切るまでの「強」の場合と「弱」の場合の使用時間の違いがおよそ何時間

になるか求める方法をグラフや式を用いて説明する。

ア 「強」の場合の式y=-4x+18と「弱」の場合の式y=-2.5x+18

イ 「強」の場合のグラフと「弱」の場合のグラフ



 

◆ 複数のデータを比較し、判断した理由を数学的な表現を用いて説明することに課題がある。 

→大問７(２) 

 

 

 

 

 

複数のデータの分布の傾向について比較するために、代表値だけではなく箱ひげ図の箱の

位置や四分位範囲などを用いて多面的に考察させることが大切である。 

 

 

データの活用 

指導改善のポイント 

正答率：29.5％ 

具体的な設問例

（大問７（２））

車型ロボットについて「速さの段階１から段階５まで、だんだん速くなるにつ

れて、１０ｃｍの位置から進んだ距離が長くなる傾向にある」と主張できる理

由を、５つの箱ひげ図を比較して説明する。

速さの段階があがるごとに右にずれている。 

＜正答例＞ 

速さが 1 段階から 5段階まで、だんだん速くなるに

つれて、箱ひげ図の箱の位置が右側にずれていって

いる。 

＜誤答例＞ 

・箱ひげ図の読み取りを誤って記述しているもの 

 ・・・11.4％ 

・箱の長さが長くなったので距離が長くなった。 

誤答例の分析と課題 

・箱の位置や四分位範囲などに着目せずに、代表値だけで比較を行ったと考えられる。 

・距離が長くなる傾向にあることが、箱の位置に依存していることが箱ひげ図から読み取

ることができていないと考えられる。 


